
　自然と触れ合いながら歴史と伝統を学ぼうと、子
ども会が地引き網を体験しました。この日、市内か
ら大勢の親子が参加。地元地引網保存会の人たちの
指導により、掛け声を合わせ、力いっぱい綱を引く
参加者たちの姿がありました。 （８月３日／足川浜）

あっ、魚だー！
旭市子ども会親子地引網体験
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選挙後初登庁し、花束を受け取る明智市長（左）／７月25日

明
智
市
政
の
二
期
目
が
ス
タ
ー
ト

ご
あ
い
さ
つ

　
今
回
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
大
勢
の
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
負
託
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

二
期
目
の
市
政
運
営
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
４
年
前
、
市
長

の
職
に
就
い
て
以
来
、
私
自
身
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
思
い
、
目
標
を
６
項
目
掲
げ
て
市
政
運
営
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
地
場
産
業
の
振

興
、
財
政
の
健
全
化
、
中
央
病
院
を
核
と
し
た
地

域
医
療
の
充
実
、
教
育
環
境
の
整
備
、
少
子
化
対

策
、
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
。
具
体
的
に
優
先
順

位
を
付
け
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
評
価
を
い
た
だ

け
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
財
政
健
全
化

と
し
て
実
質
公
債
費
比
率
の
好
転
や
基
金
残
高
の

大
幅
な
貯
え
、
中
央
病
院
の
公
設
公
営
の
堅
持
、

滝
郷
診
療
所
で
の
常
勤
医
師
の
確
保
、
小
中
学
校

が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
行
う
学
校
い

き
い
き
プ
ラ
ン
事
業
、
２
歳
ま
で
の
子
を
持
つ
親

へ
の
紙
お
む
つ
購
入
助
成
、
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
医
療
費
助
成
な
ど
。
ま
た
市
民
体
育
祭
の
開
催

や
道
の
駅
施
設
整
備
事
業
な
ど
は
、
一
体
感
を
持

て
る
交
流
の
郷さ

と

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
と
確
信
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
旭
市
も
未
曽

有
の
大
災
害
を
被
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
か

ら
応
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
「
負
け
る
な

旭
」「
復
興
へ
心
を
一
つ
に
」
の
気
持
ち
が
復
旧
を

後
押
し
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
被
災
地
の
中

で
も
最
も
早
い
復
旧
で
あ
っ
た
と
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
、
全
国
の
被
災
地
の
中

で
旭
市
に
最
も
早
く
激
励
、
お
見
舞
い
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
も
、
旭
市
民
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け

勇
気
、
元
気
を
い
た
だ
い
こ
と
か
、
感
動
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　
復
興
２
年
目
を
迎
え
「
目
に
見
え
る
形
で
進
め

て
い
か
ね
ば
」
と
、
復
興
計
画
を
進
捗
さ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
被
災
者
の
皆
さ
ん
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
」「
完
全

に
震
災
か
ら
復
興
し
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、

安
全
・
安
心
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
人
口
減
少
対
策
や
定
住
促
進
な
ど

旭
市
の
抱
え
る
課
題
も
一
つ
一
つ
市
民
目
線
に

立
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
、
二
期
目
の
ス
タ
ー

ト
に
当
た
り
決
意
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
二
期
目
の
市
政
運
営
に

当
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「災害復興の推進と人口減少に歯止めを――」

明あ
け

智ち

忠た
だ

直な
お

昭
和
18
年
３
月
９
日
生
。
西
足
洗
在
住
。
市
農
業
委
員
、

市
消
防
団
長
、
千
葉
県
消
防
協
会
副
会
長
、
市
議
会
議

長
な
ど
を
歴
任
。
平
成
21
年
７
月
市
長
に
就
任
。

プロフィール
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いつ起こるか分からない災害に備え

訓練は９月１日（日）　そろって参加を
旭市総合防災訓練を実施

防災関係機関・団体と市民の参加で行われた訓練（昨年）

広報あさひ　2013.８.153

【
日
時
】

　
９
月
１
日
（日）　
午
前
８
時
〜

※
荒
天
中
止（
中
止
の
場
合
、
午
前

　
７
時
に
防
災
行
政
無
線
で
放
送
）

【
訓
練
想
定
】

　
午
前
８
時
、
房
総
沖
を
震
源
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・
９
、千
葉
県
北

東
部
で
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
。

「
千
葉
県
九
十
九
里
・
外
房
」
に
大

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
海
上
地
域

で
は
、
道
路
の
崩
壊
、
多
数
の
家
屋

が
崩
壊
し
、
火
災
も
発
生
。

【
メ
イ
ン
会
場
】

訓
練
場
所
／
海
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

動
公
園
お
よ
び
海
上
公
民
館

対
象
地
域
／
海
上
地
域

※
各
区
長
を
通
じ
周
知
し
ま
す
。

訓
練
内
容
／
●
広
報
訓
練　
●
住
民

避
難
訓
練　
●
救
出
救
護
訓
練　

●
水
防
訓
練　
●
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復

旧
訓
練　
●
食
料
供
給
訓
練　
●
消

防
訓
練　
●
初
期
活
動
訓
練　
●
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練

【
津
波
避
難
訓
練
】

避
難
場
所
／
矢
指
小
、
富
浦
小
、
飯

岡
小
、
三
川
小
、
飯
岡
中
、
下
永
井

団
地
、
双
葉
団
地
Ａ
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー（
矢
指
・
三
川
地
区
）、
か
ん
ぽ

の
宿
旭

対
象
地
域
／
海
岸
沿
線
地
区

※
各
区
長
を
通
じ
周
知
し
ま
す
。

訓
練
内
容
／
大
津
波
襲
来
を
想
定
し
、

海
岸
沿
線
地
区
に
避
難
指
示
を
発
令
。

住
民
は
、
防
災
行
政
無
線
の
避
難
指

示
の
訓
練
放
送
に
よ
り
、
自
宅
か
ら

近
く
の
避
難
場
所
に
避
難
す
る
。

※
当
日
は
、
訓
練
に
伴
い
防
災
行
政

無
線
や
消
防
車
な
ど
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
が
、
火
災
と
間
違
え

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
地
震
や
大
津
波
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
を
想
定
し
、
防
災

関
係
機
関
・
団
体
と
市
民
参
加
の
下
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班

☎
62
︲
５
３
１
１

海上公民館

海上コミュニティ
運動公園

海上支所海上中

野球場

総
合
防
災
訓
練 

メ
イ
ン
会
場 海上公民館

海上コミュニティ
運動公園



 

生
活
支
援
事
業

●
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
の
利
用
助
成
事
業

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、
は
り
、

き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ま
た
は
指

圧
に
掛
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

※
市
に
登
録
さ
れ
た
業
者
を
利
用
し

た
場
合
の
み
。

助
成
額
／
１
回
当
た
り
１
、
０
０
０

円（
年
間
12
枚
）

●
緊
急
通
報
装
置
の
設
置

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者

世
帯
へ
、
緊
急
事
態
に
備
え
て
24
時

間
体
制
で
対
応
で
き
る
緊
急
通
報
装

置
を
貸
与
し
ま
す
。

※
協
力
員
が
必
要
。

費
用
／
所
得
に
応
じ
て
一
部
負
担
あ

り（
１
月
当
た
り
０
〜
３
、
０
０
０

円
）

●
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

公
共
の
交
通
機
関
お
よ
び
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
利
用
が
困
難
な
高
齢
者
、

ま
た
は
身
体
障
害
者
１
〜
３
級
で
下

肢
の
不
自
由
な
40
歳
以
上
の
人
が
、

医
療
機
関
な
ど
へ
の
送
迎（
市
内
に

限
る
）に
、
週
１
回
利
用
で
き
ま
す
。

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
介
護
者
の

同
乗
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
車
い
す
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
利
用

の
人
に
限
る
。

費
用
／
片
道
１
０
０
円
ま
た
は
３
０

０
円

●
家
族
介
護
慰
労
金

　
自
宅
で
常
に
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
高
齢
者
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５

と
認
定
さ
れ
、
か
つ
日
常
生
活
自
立

度（
寝
た
き
り
度
）が
Ｂ
２
以
上
の
人

と
同
居
し
て
い
る
介
護
者
に
、
慰
労

金
を
支
給
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
入
院
、
ま
た
は
介
護

保
険
施
設
に
短
期
入
所
し
て
い
る

場
合
は
除
く
。

※
世
帯
の
全
員
に
、
介
護
保
険
料
お

よ
び
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ

と
。

支
給
額
／
月
額
８
、
０
０
０
円

●
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

　
要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
が
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
日
常
動
作
訓
練
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
、
食
事
を
し
て
要

介
護
状
態
へ
の
進
行
を
予
防
し
ま
す
。

費
用
／
１
日
５
０
０
円（
ま
た
は
３

０
０
円
）＋
食
費

●
軽
度
生
活
支
援
事
業（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
）

　
要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
、
自
立

し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
軽

度
の
日
常
生
活
の
援
助（
調
理
や
掃

除
な
ど
）を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

費
用
／
１
時
間
未
満
＝
２
３
０
円
、

１
時
間
〜
１
時
間
30
分
未
満
＝
２
９

０
円

 

地
域
支
援
事
業

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
老
化
や
傷
病
な
ど
に
よ
り
、
調
理

が
困
難
と
な
っ
た
一
人
暮
ら
し
な
ど

の
高
齢
者
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
を
届
け
、
併
せ
て
安
否
の
確
認

を
行
い
ま
す
。

※
昼
食
の
み
で
週
３
回
以
内
。

費
用
／
１
食
３
０
０
円

●
通
所
型
介
護
予
防
事
業

　
介
護
予
防
の
た
め
の
生
活
機
能
評

価（
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
）で
、
介
護
予

防
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
高
齢
者
を

対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
応
じ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
運
動
機
能
な

ど
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

場
所
／
介
護
予
防
拠
点（
や
す
ら
ぎ

園
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
）

費
用
／
１
回
５
０
０
円

●
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
を
対
象
に
、
要
介
護
状
態
へ
の

進
行
を
予
防
す
る
た
め
、
短
期
間
で

の
宿
泊
に
よ
る
日
常
生
活
の
指
導
、

支
援
を
行
い
ま
す
。

※
６
か
月
で
14
日
以
内
。

費
用
／
事
業
費
の
１
割
を
負
担

●
住
宅
改
修
費
助
成
事
業

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
が
、
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
に
改

修
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

※
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額
／
対
象
と
な
る
改
修
費
の
２

分
の
１（
限
度
額
１
８
０
、
０
０
０

円
）

●
紙
お
む
つ
給
付
事
業

　
自
宅
で
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど

で
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
要
介
護
度

が
重
い
高
齢
者
に
、
紙
お
む
つ
を
給

付
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
入
院
、
ま
た
は
介
護

保
険
施
設
に
短
期
入
所
し
て
い
る

場
合
は
除
く
。

給
付
枚
数
／
年
間
２
７
０
〜
５
４
０

枚（
所
得
状
況
、
要
介
護
度
に
応
じ

て
枚
数
が
異
な
り
ま
す
）

お
年
寄
り
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
す

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
い
ろ
い
ろ

　

市
で
は
、
高
齢
者（
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
人
）の
皆

さ
ん
が
、
心
が
触
れ
合
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
介

護
予
防
や
生
活
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

お
年
寄
り
の
状
態
や
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
、
自
分
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
班

☎
62
︲
５
３
５
０
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　突然「あなたの名前で社債を購入した」などと電話をし
てきて、消費者を慌てさせ、お金をだまし取ろうとする
詐欺に注意してください。

【事例】
　「再生医療の機械を扱っているＡ社の社債を購入して
ほしい」と、信託会社を名乗るＢ社から電話があり「興味
がない」と断った。
　数日後、再度Ｂ社から「あなたの名前でＡ社の社債
1,000万円を購入した」と電話があった。「困る」と伝える
と「Ａ社にキャンセルの電話をして」と言われた。
　Ａ社に電話をすると「キャンセル料は500万円」と言わ
れ、この内容をＢ社に伝えると「金融庁からインサイダー
取引を疑われた。裁判沙汰になる。いくら用意できるか」
と言われたので、300万円を手渡してしまった。

◆�こんな言葉に注意！「あなたの名前で購入」「キャンセ
ル料が必要」「あなたも罪になる」
　急いでキャンセルしなくてはと思わせて、その後のや

り取りを続けさせようとします。少しでもおかしいと
思ったら相手にせず、すぐに電話を切ってください。
◆絶対にお金は支払わない
　動揺して業者とやり取りをしてしまっても、お金を支
払わないでください。支払ったお金を取り戻すことは困
難です。
◆留守番電話機能で迷惑勧誘を防ぐ
　悪質業者から身を守るために、留守番電話を利用して、
かかってきた電話には出ず、必要に応じてかけ直す方法
が有効です。発信者番号表示機能のある電話を使用して
いる場合は、知らない番号からの電話に出ないという方
法もあります。
◆すぐに消費生活センターに相談を
　不安を感じたら、消費生活センターや警察に相談して
ください。また「不審な勧誘を受けた」という情報提供も
受け付けています。
問旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話
（☎62-8019）

「買え買え詐欺」の新しい手口に注意！

消費生活センター

ほっと通信 Vol.29
,

固定資産税・都市計画税の軽減措置
　税の軽減措置を受けるには申請が必要です。
半壊以上の住宅の敷地を所有、または土地を買い替えた人
●住宅が再建されず空き地（さら地）の場合、平成33年度
分の課税まで住宅用地の特例が適用されます。
●代替え土地を平成33年３月31日（水）までに取得した場
合、被災した住宅の敷地相当分に、取得した翌年度から
３年間、住宅用地の特例が適用されます。
※特例による軽減率は面積により異なります。
半壊以上の建物に代わる建物（中古を含む）を取得した人
●被災建物を平成33年３月31日までに建て替えた場合、
または代わりの建物（中古を含む）を取得した場合、被災
建物の床面積相当分の税額が、取得した翌年度から４年
間は２分の１に、その後２年間は３分の１が減額されま
す。
●前記のうち自らが居住するための住宅として、平成26年
12月31日（水）までに市内に取得した場合、取得した翌
年度から６年間、その住宅の税額は全額免除になります。
償却資産（事業に用いる機械や器具など）を取得、または改
良した人
　被害を受けた償却資産に代わるものを、平成28年３月
31日（木）までに被災地域内で取得、または改良した場合、

翌年度から４年間、税額が２分の１に軽減されます。
問税務課資産税班（☎62-5323）

市営住宅の入居者募集
募集期間／８月15日（木）〜８月30日（金）　※土・日曜日
を除く。
〈募集住宅〉
●双葉団地Ａ（萩園1243-7）…１戸　※単身不可
　３ＤＫ、中層耐火４階建て、昭和53年度建設
●下永井団地（飯岡3491）…１戸　※単身不可
　３ＤＫ、中層耐火４階建て、昭和46年度建設
●みどり住宅（ニの5665）…１戸
　２ＤＫ、簡易耐火平屋建て、昭和45年度建設
●池の端住宅（江ヶ崎1470）…１戸
　２ＤＫ、簡易耐火平屋建て、昭和48年度建設
対象／半壊以上の判定を受けた自宅を解体した人
申し込み方法／財政課または各支所にある決められた用紙
に必要事項を記入し、必要書類を添えて提出してください。
なお申し込み（入居）には、一定の条件があります。
※萩園に建設中の災害公営住宅（復興住宅）の入居者も、８
月30日まで募集しています。
問財政課管財営繕班（☎62-5315）

東日本大震災被災者支援情報
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米の生産者・加工業者の皆さんは
出荷時に注意を！
　米トレーサビリティ法では、米・米
加工品の取引などをした際に「記録の
作成・保存」と「産地情報の伝達」を義
務付けています。
　生産者の皆さんだけでなく、米・米
加工品に関わる全ての事業者が同様の
取り組みを行う必要があります。
記録事項／品名、産地、数量、年月日、
取引先名、搬出入の場所、用途が限定
されている米穀（加工用米など）はその
用途　※記録は原則３年間保存。
産地伝達／事業者間の産地伝達および
一般消費者への産地伝達
農林水産省関東農政局千葉地域セン
ター流通監視チーム（☎043-224-56 
15）、県農林水産部安全農業推進課食
の安心推進室（☎043-223-3082）

千葉科学大学市民公開講座
「おもしろ科学実験」
日時／８月25日（日）　午後１時〜３時
場所／千葉科学大学防災シミュレーシ
ョンセンター・実験室（銚子市）
対象／小学校５年生〜中学生　※保護
者同伴
内容／バナナやオレンジなど身近な果
物の香りの合成、化学反応を利用した
発泡入浴剤の製作体験
費用／無料
千葉科学大学図書館（☎0479-30-4 

510）

平成25年度赤十字活動資金
（社資）募集結果
　赤十字運動月間（５〜６月）に赤十字
活動資金を募集しました。
　この資金は、国内外の災害救護活動
をはじめ献血、医療など有効に活用し
ます。
赤十字活動資金募集結果

（日本赤十字社千葉県支部旭市地区）

海区漁業調整委員選挙人名簿の
登録申請の受け付け
　千葉海区漁業調整委員会委員選挙の
選挙人名簿への登録申請を受け付けま
す。なお申請書類は、海匝漁業協同組
合などを通じて各漁業者に配布してい
ます。
対象／平成５年12月６日までに生ま
れ、年間90日以上、漁業に従事して
いる人
申請期間／９月１日（日）〜５日（木）

旭市選挙管理委員会（☎62-531 
0・総務課庶務行政班内）

入札への参加には事前の登録が
必要です
　平成26・27年度に市が行う、入札
に参加するには事前の登録が必要です。
　くわしくは、市ホームページおよ
び「ちば電子調達システム」のホーム
ページ（https://www.chiba-ep-bis.
supercals.jp/portalPublic/）で確認
できます。
受付期間／９月17日（火）〜11月18日
（月）
市財政課契約検査班（☎62-5394）、

千葉県電子自治体共同運営協議会サ
ポートデスク（☎043-441-5551）

贈り物はこれで決まり！
「旭フレッシュ宅配便」
発送予定日／８月28日（水）
内容／ナシ、キュウリ、トマトなど
価格／レギュラーサイズ2,980円、ビ
ッグサイズ5,000円　※税・送料（関
東地区まで）込み
締め切り／８月20日（火）

旭市農産物直売館（☎62-6048）

外で食べるとひと味違う
「親子で野外料理体験」
日時／９月１日（日）　午前10時〜午
後１時30分
場所／海上キャンプ場
対象／５歳〜小学生　※保護者同伴
費用／300円（１家族当たり）
持ち物／エプロン、軍手、タオル

ボーイスカウト旭第１団・小林
（☎080-5401-4747）

健康への意識を高める
「第10回健康づくり絵画コンテスト」
テーマ／健康づくりに関すること
対象／県内在住・在学の小学生まで
申し込み方法／９月６日（金）までに、
作品の裏面に所属学校名、学年、氏名
（ふりがな）を記入し、持参または郵送
してください。 ※作品の版権は主催
者側に属します。
応募上の注意／●未発表の個人作品に
限る　●４つ切り画用紙を縦に使用す
ること　●作品に文字は入れないこと

〒263-0016　千葉市稲毛区天台
6-4-3　千葉県国民健康保険団体連合
会事業課保健事業係（☎043-254-73 
55）

個人事業税の納付を忘れずに

　個人事業税第１期分の納期は、９月
２日（月）です。８月中旬に納税通知書
を送付します。最寄りの金融機関で早
めに納めましょう。
旭県税事務所（☎62-0772）

一人で悩まず相談を
「労災職業病なんでも相談会」
日時／８月31日（土）　午後１時〜４時
場所／船橋市勤労市民センター
費用／無料
千葉中央法律事務所（☎043-225-4 

567）

市税の休日・夜間納税窓口

〈日時〉
●休日納税窓口：８月25日（日）　午
前８時30分〜午後５時
●夜間納税窓口：８月26日（月）　午
後８時まで

〈場所〉
　税務課
問税務課収税班（☎62-5322）

〈訂　正〉
　８月１日号12ページ「献血に協力
を！」の中で、誤りがありました。
誤：８月19日（月） 海上保健センター
正：８月19日（月） 旭市保健センター
お詫びして訂正します。

内　訳 金　額（円）

一般社資 7,932,250

法人社資 1,610,000

合　計 9,542,250

…申し込み　問…問い合わせ
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くらしのインフォメーションi

募集
Recruitment

基礎からしっかり身に付ける
「初級テニス教室（後期）」参加者
日時／９月７日〜11月９日の毎週土
曜日　午後２時〜３時30分
場所／旭文化の杜公園庭球場
対象／小学校４年生以上
定員／10人程度
費用／1,850円（保険料）　※中学生以
下は800円。
持ち物／硬式用テニスラケット、運動
のできる服装、タオル、飲み物
申込開始日時／８月15日（木）　午前
９時〜

体育振興課体育施設班（☎64-11 
01・総合体育館内）

旭幼稚園２歳児親子サークル
「親子でプール遊び」
日時／８月23日（金）　午前９時30分
受け付け開始　※要事前申し込み
場所／旭幼稚園屋上プール
費用／500円（年間、バッジ代）
持ち物／前回の出席カード、水着（親
子）

旭幼稚園（☎62-0788）

県立旭高等技術専門校
平成26年度入校生（高等学校推薦）
募集科目／●ＮＣ機械加工科（１年間）
●自動車整備科（２年間）
募集期間／９月17日（火）〜10月４日
（金）
選考日／10月15日（火）

県立旭高等技術専門校（☎62-25 
08）

がんばろう旭！「旭の食（飲食店）ガイド」
の作成協力者
　旭市の復興と地域活性化の一助とな
るよう、旭の食の魅力や飲食店情報な
どを発信する情報誌を作成することと
しました。
　今回、飲食店への取材など、作成に
協力してくれる人を募集します。
（仮称）あさひの魅力発信委員会事

務局（☎62-6261）

催し物
Events

復興祈念　サッカーなでしこジャパン
佐々木則夫監督講演会
日時／８月31日（土）　午後２時30分
〜４時20分（開場：午後１時45分）
場所／東総文化会館大ホール
テーマ／「夢と出会いが力に…」〜チー
ムワークとコミュニケーション〜
定員／900人（全席指定）
入場料／無料
申し込み方法／直接窓口またはファク
スで申し込んでください。　※申込用
紙は市ホームページからもダウンロー
ド可。
サッカークリニックも同日開催
　佐々木監督の指導を見学してみませ
んか（指導は受けられません）。
時間／午前10時〜正午
場所／東総運動場
旭市雇用対策協議会事務局（☎62-

5339、FAX64-2026・商工観光課労
政工業班内）

銚子市制施行80周年記念
宝くじスポーツフェアドリーム・ベースボール
日時／９月１日（日）　午前９時30分〜
※ふれあい講演会は午前10時30分〜。
場所／銚子市野球場（雨天の場合は銚
子市体育館）、銚子市青少年文化会館
※駐車場の台数に限りがありますので、
公共交通機関を利用してください。
参加予定選手／金田正一さん、谷沢健
一さん、村田兆治さん、篠塚和典さん、
銚子利夫さん、桑田真澄さん、澤井良
輔さんほか
内容／少年少女ふれあい野球教室、ふ
れあい講演会「私の野球人生」（金田正
一さん）、企画展示など　※正午まで
に入場した人に、抽選で参加選手のサ
イン入りグッズをプレゼント。
入場料／無料　※要入場整理券
入場整理券配布場所／市役所本庁、総
合体育館、海上公民館、干潟公民館、
いいおかユートピアセンター　※銚子
市役所、銚子市体育館などでも配布し
ています。
銚子市体育館（☎0479-24-9559）

県立東庄県民の森
「秋の祭」
日時／９月22日（日）　午前９時〜午後
３時
場所／県立東庄県民の森
内容／山野草の展示即売会、地元野菜
の販売、オカリナコンサートなど
県立東庄県民の森管理事務所（☎04 

78-87-0393）

お知らせ
Information

住民基本台帳ネットワーク（住基ネット）
を利用した手続きを一時停止します
　住基ネット機器更改作業のため、市
役所本庁・各支所で住基ネットを利用
した手続きができません。
停止日時／８月26日（月）　午前８時3 
0分〜正午
停止する手続き／住民基本台帳カード
（住基カード）の交付、公的個人認証の
「電子証明書」の発行、住民票の写しの
広域交付、住基カードを利用した転入
の届け出
市民生活課管理班（☎62-5325）

危険物取扱者保安講習会

期日／10月４日（金）
場所／銚子市青少年文化会館
受付期間／８月26日（月）〜30日（金）
申し込み方法／消防本部、消防署、海
上・飯岡・干潟分署にある申請書に必
要事項を記入し、申し込んでください。

消防本部予防課危険物班（☎63-5 
356）

働くことに悩みを抱えている若者へ
相談会を開催
日時／８月23日（金）　午後１時〜５
時　※要事前予約
場所／第二市民会館
対象／15歳以上40歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその保護者
費用／無料

ちば北総地域若者サポートステー
ション（☎0476-37-6844）　※土・
日曜日、祝日を除く。
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　シラスは主にイワシの稚魚で、塩ゆでして天日に干したも
のがしらす干しです。干しているため塩分が多いですが、茶
こしなどに入れてさっと湯通しすると、塩抜きができるので
離乳食にも使えます。

VOL.43 シシトウとシラスの甘辛煮

①�シシトウは水洗いしてへたを取り、２cmの長さ
に切る。
②�ボウルに全ての材料を入れ、ふんわりとラップを
掛けて電子レンジ（500W）で２分程加熱する。
③�いったん取り出して全体を混ぜ合わせ、再びラッ
プをしてさらに２分加熱する。
④�調味料をなじませながら冷まして、器に盛り付け
る。

作り方

【８月１日現在】		  前月比　
　人　口	 68,612人　	（▲26人）
　　男	 33,603人　	 （▲4人）
　　女	 35,009人　	（▲22人）
　世帯数	 24,945世帯	（＋9世帯）

人のうごき

【７月の移動】
　転入　121人　　出生　49人
　転出　128人　　死亡　68人

火災
【７月】　　　　  平成25年の累計
　建物火災	 1件	 （7件）
　そのほかの火災	0件	 （8件）

交通事故
【７月】　　　  平成25年の累計
　事故件数	 170件	（1091件）
　死亡者数	 1人	 （1人）

材料 （４人分）

データシート

旭 産旭 産
簡単・ヘルシーレシピ

おいしく 食べよう

平成25年８月15日発行［毎月2回 1日・15日発行］　編集：旭市役所秘書広報課
〒289-2595 千葉県旭市ニの1920番地　TEL 0479-62-1212（代表）

旭市ホームページ　http://www.city.asahi.lg.jp/

　広報あさひは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準
を満たす用紙、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）
フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

問旭市保健推進員協議会(☎63-8766・健康管理課
予防班内)

シシトウ･･････････ 200ｇ
しらす干し･･････････20ｇ
みりん･･････････ 大さじ３

しょうゆ････････ 大さじ１
ごま油･･････････ 小さじ１

マイクに向かいおもむろに話し出す。目の前には誰
もいない。なぜなら、その声はスピーカーの向こ

う側に届けているから――。
　20年以上も前のこと。視覚障害者に市の情報などを
届ける、声の広報の存在を耳にした。読書が好きでボラ
ンティアにも関心があったことから「自分も協力したい」
と、以来朗読ボランティアを続けている。
　録音はみんなが寝静まった後で。昼間だと車の音や人
の声など、いわゆる生活環境の音が雑音として入ってし
まうからだ。そして読み始める原稿にもひと工夫入れる。
それは季節の様子を付け加えること。「聞いた人に少しで
も伝えられたら」と、気に留めた光景や市内の様子など
を自分の言葉で添える。
　「申し訳ない気持ちでいっぱい」。家事などに追われ、

「声の道しるべ」と
なりて

江波戸 玲子さん（西足洗）

 

「声の広報」朗読ボランティア

１人分の栄養価　エネルギー63kcal、塩分0.9ｇ

【声の広報サービス】
　「広報あさひ」「社協だより」な
どをテープに録音。音声にした
ものは視覚障害者に届けられる。
その朗読は、ボランティア登録
した人たちで行っている。
　くわしくは社会福祉協議会

（☎57-5577）へ。

キラリあさひ人キラリあさひ人
まちの主人公は「ひと」。

さまざまな分野からキラリ輝く人を

ピックアップし、紹介します。
vol.26

時間のない中での録音から生まれる焦りが原因で、声に
違いが出てしまうことがあるからだ。そんなとき「こん
な声でいいのか」「ちゃんと伝わっているのか」と不安に
駆られてしまう。やめたいと思うこともあった。しかし
利用者からの「ありがとう」「分かりやすかったです」など
の声が、気持ちを奮い立たせてくれる。
　そんな声が届くのですから「私自身がしっかりしなけ
れば」と思います。「声が出る限り、これから先も読み続
けたい」――。笑顔で話してくれた。
行政へ一言！
　この作業に限界の近づく不安を覚えます。多くの人に
関心を持っていただくためにも、声の広報を利用される
人と作成する側、関心のある人々との交流の場があれば、
よりよい声の広報ができるのではないかと思います。


